
2002年出土の木簡

奈
亭

平

城

宮
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１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
佐
紀
町

２
　
調
査
期
間
　
　
第
三
三
七
次
調
査
　
一
一〇
〇

一
年

（平
１３
）

一
〇
月
１
二

〇
〇
二
年
八
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
金
子
裕
之

５
　
遺
跡
の
種
類
　
宮
殿
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

第

一
次
大
極
殿
院
南
辺
で
は
、　
一
九
七
二
年
度
の
第
七
七
次
調
査
で
、
第

一

次
大
極
殿
院
南
面
築
地
回
廊
Ｓ
Ｃ
七
六
〇
〇

・
七
八
二
〇
、
そ
の
中
央
に
開
く

南
門
Ｓ
Ｂ
七
人
〇

一
、
南
門
東
側
に
取
り
付
く
東
楼
Ｓ
Ｂ
七
人
〇
二
な
ど
が
確

認
さ
れ
た

（『平
城
宮
発
掘
調
査
報
告
�
』。
以
下
学
報
と
略
称
）。
東
楼
の
柱
抜
取

穴
か
ら
は
計
二
四
二
点

今
つ
ち
削
婿
一
五
五
占
こ

の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る

（本

誌
第
二
二
号
）。
今
回
の
調
査
は
、
南
門
を
挟
ん
で
東
楼
と
対
称
の
位
置
に
想
定

さ
れ
る
楼
閣
建
物

（西
楼
）
の
存
在

・
位
置

・
規
模
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
、

東
楼
同
様
木
簡
の
出
土
も
期
待
さ
れ
た
。
調
査
面
積
は

一
二
七
八
ポ
で
あ
る
。

主
な
検
出
遺
構
は
、
南
面
築
地
回
廊
Ｓ
Ｃ
七
八
二
〇

・
西
楼
Ｓ
Ｂ

一
八
五
〇

〇
、
こ
れ
ら
の
解
体
に
伴
う
遺
構
、
及
び
築
地
回
廊
に
囲
ま
れ
た
大
極
殿
院
内

広
場
Ｓ
Ｈ
六
六

一
三
な
ど
で
あ
る
。
遺
構
の
時
期
は
大
き
く
Ａ
Ｉ
Ｅ
の
五
時
期

に
大
別
で
き
、
こ
れ
は
学
報
の
時
期
区
分
の
Ｉ
１
１
１
４
及
び
Ⅱ
期
以
降
に
対

応
す
る
。

木
簡
は
、
平
城
宮
造
営
時
の
整
地
土
か
ら

一
四
点
、
西
楼
Ｓ
Ｂ

一
人
五
〇
〇

掘
立
柱
抜
取
穴
か
ら

一
四
七

一
点

命
つ
ち
削
婿
〓
一一〇
四
古
一
が
出
土
し
た
。

平
城
宮
造
営
時
の
整
地
上
は
厚
さ
三
〇
帥
程
度
で
、
地
山
上
に
広
く
敷
か
れ

る
。
南
面
築
地
回
廊
は
、
こ
の
整
地
土
の
上
に
基
壇
を
造
成
し
て
造
ら
れ
る
。

第

一
次
大
極
殿
は
こ
の
整
地
土
の
分
布
し
な
い
場
所
に
位
置
す
る
が
、
第

一
次

大
極
殿
院
の
広
場
や
南
面
築
地
回
廊
は
こ
の
整
地
土
が
積
ま
れ
た
後
に
構
築
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
木
簡
は
整
地
上
に
元
々
含
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
整

地
の
過
程
で
投
棄
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
完
形
に
近
い
も
の
が
多
く
、
削
暦

は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

西
楼
Ｓ
Ｂ

一
人
五
〇
〇
は
五
間
×
三
間
の
総
柱
東
西
棟
建
物
。
Ｂ
期
に
南
面

築
地
回
廊
七
間
分
を
解
体
し
、
基
壇
を
北
側
に
継
ぎ
足
し
て
増
築
さ
れ
る
。
東

楼
と
ほ
ぼ
同
構
造
で
、
外
側
の
一
六
本
の
柱
は
掘
立
柱
で
、
建
物
内
部
の
人
本

の
柱
は
礎
石
建
ち
。
便
宜
上
、
南
北
柱
列
を
西
か
ら
順
に
Ａ
Ｉ
Ｆ
、
東
西
柱
列

を
北
か
ら
順
に
１
１
４
と
し
た
。
確
認
で
き
た
掘
立
柱
柱
穴
の
深
さ
は
、
遺
構

検
出
面
か
ら
二

。
四
―
三

・
Ｏ
ｍ
を
測
る
。
柱
掘
形
は

一
辺
三

・
五
―
三

・
〇

ｍ
の
長
方
形
を
呈
し
、
東
西
に
長
い
も
の

（Ａ
３
な
ど
）
と
南
北
に
長
い
も
の

（Ｆ
４
な
ど
）
が
あ
る
。
柱
径
は
、
柱
根
の
残

っ
て
い
た
東
楼
同
様
、
七
五
伽

程
度
で
あ
ろ
う
。
解
体
時
に
、
礎
石

・
掘
立
柱
は
全
て
抜
き
取
ら
れ
、
基
壇
は



▲

八

広
場
の
上
層
礫
敷
の
高
さ
ま
で
削
平
さ
れ
る
。
柱
抜
取
穴
は
底
に
近
づ
く
に
つ

れ
て
漏
斗
状
に
狭
く
な
り
、
底
で
は
幅
七
〇
―
九
〇
ｃｍ
程
度
に
な
る
。
底
か
ら

約

一
。
五
ｍ
前
後
ま
で
は
埋
土
の
単
位
が
厚
く
、　
一
度
に
埋
め
ら
れ
た
可
能
性

が
高
い
。
そ
の
上
は
層
が
細
か
く
な
り
、
こ
の
中
に
木
製
品
や
木
簡
を
多
量
に

含
ん
だ
層
が
レ
ン
ズ
状
に
混
じ
る
。
こ
の
層
は
、
い
ず
れ
の
柱
抜
取
穴
に
も
存

在
し
た
。
柱
抜
取
穴
が
あ
る
期
間
こ
の
深
さ
で
放
置
さ
れ
、
遺
物
を
廃
棄
で
き

る
状
況
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
出
土
遺
物
の
一
括
性
は
極
め
て
高
い
。
抜
取

穴
か
ら
は
、
二
次
被
熱
の
痕
跡
が
あ
る
瓶
、
大
量
の
篇
木
、
隅
木
蓋
瓦
な
ど
の

瓦
、
朱
の
残
る
柱
補
修
部
材
、
回
廊
の
も
の
と
み
ら
れ
る
礎
石
な
ど
が
出
土
し

た
。
解
体
は
Ｄ
期
で
、
出
土
木
簡
か
ら
考
え
て
天
平
勝
宝
五
年
頃
で
あ
ろ
う
。

西楼SB18500柱穴番付図
(Oは掘立柱,□は礎石建ち)

陛名 出土点数(う ち削屑)
D4

El 10(2)

Al 2 E4

A2 Fl 1318(1207)

A3 l F2 71(56)

B4 21(8) F3 1

Cユ 2 F4 1

C4 21(21)
計 1471(1304)

Dl 5

西楼SB18500柱穴別木簡出土点数一覧

● 木簡出土地

▼ 本号掲載木簡出土地

平城宮木簡出土地点図



2002年出上の木簡

(7) (6)(5) (4)

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

(1) 甍
土

「年
慶
雲
三
年
丁
継
御
跡
歎
雑
従
称
腿
月
宮
内
省
〔臥

叱
年
口
□

〔立て
〕
　
　
　
　
　
（〕ω枷）
×
ωｏ
×
卜
　
ｏ∞
Ｐ

「伊
勢
国
安
農
郡
Ｆ可
〔剛
墜
阿
斗

マ
身
」

「
和
銅
三
年
【昨
肥

　

　

　

　

　

　

」
　

　

］ｏ反

］睫

ヽ

ｏ伽軍

「
＜
伊
勢
国
安
農
郡
県
　
　
　
」

「
＜
里
人
飛
鳥
戸
椅
万
呂
五
斗
」
　
　
　
　
　
Ｐ∞援
Ｐ契
卜
寓
］

「
五
百
原
□

「ｒユ
Ｈ十，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（いω）〉〈Ｐ∞〉〈ヽ
　
ＯＰＯ

「
＜
長
田
上
郡
大
国
呈
〔勘
紀

「
＜
大
井
里
委
文

マ
鳥
口
□
」

「
＜
米
五
斗

　

　

　

　

　

」

一白
力
〕

□
酒
四
斗
」

西
楼
Ｓ
Ｂ

一
人
五
〇
〇
Ａ
２
柱
抜
取
穴

〔埼
力
〕

①
　
。
「
＜
□
口
三
江
里
守
マ

・
「
＜
口
白
米
五
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（岸こ
溢
睫
ф
寓
Φ

西
楼
Ｓ
Ｂ
一
八
五
〇
〇
Ａ
３
桂
抜
取
穴

０
　
。
×
栗
郡
漆
マ
里
羽
栗
臣
」

。
×
俵
　
　
　
岡
川
回
」
　
　
　
　
　
　
（騒
）遜
泉
］
ｏｓ

西
楼
Ｓ
Ｂ
一
人
五
〇
〇
Ｂ
４
桂
抜
取
穴

⑩
　
。
「
＜
衛
門
府

進
鴨
九
翼

瓢
醜
肺
朗

承
前
秘
刷
呂
大
豆
人
成
」

。
「
＜
　
　
　
　
天
平
勝
宝
四
月
廿
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
」

］ｏ］×
］］×
∞　
ｏ∞］

⑪
　
。
「
＜
東
市
司
進
上

□

。
「
＜
天
平
勝
宝
四

⑫

　

「東
梨
原
　
梨
百
九
十
五
果
日
□

含

｝
じ

×
Ю
μ
×
∞
　
ｏ
∞
Φ

Ｐ
∞
∞
×

Ｐ
『
×

卜
　

ｏ
∞
］

含

ｏ
Φ
）
×

］
］
×

∞
　

ｏ
Ｐ
Φ

（
Φ
∞
）
×
的
ヽ
×
］

ｏ
∞
ｏ

（
∞
∞
卜
）
×
］
Ｐ
×
ヽ
　
ｏ
Ｐ
Φ



l10

『同国
』

⑮

　

「
＜
納
片
児
」

西
楼
Ｓ
Ｂ
一
八
五
〇
〇
Ｃ
ｌ
柱
抜
取
穴

〔
農
力
〕

⑩
　
。
「安
□
口
□
口
部
里
」

名
人
阿
斗
マ
ロ
五
斗
」

西
楼
Ｓ
Ｂ

一
八
五
〇
〇
Ｅ
ｌ
柱
抜
取
穴

∽
　
。
□
入
給
不
者
有

〔倭
力
〕

。

大
回
　
口
□

④
名
静
上
酔
栞
口
□〔部
力
〕

。
「
下
謹
申

〔
乃
力
〕

。
「
＜
備
中
国
哲
多
郡
□
□
郷
白
米
五
斗

。
「
＜
□
人
白
猪
マ
身
万
呂

「
＜
安
芸
国
賀
茂
郡
白
米
五
斗
＜

「
＜
隠
伎
国
役
道
郡
余
戸
郷
大
私
部
目
代
調
短
腹
六
升
＝

〔
平
力
〕

＝
天
□
勝
宝
四
年
＜
」
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｎｏ授
］契
ω
寓
Ｐ

（
］
中
い
）
×

］
〇
×

ヽ
　

ｏ
∞
∞

騨
『
ｏ
×

∞
ｏ
×

『
　
　
ｏ
∞
Ｐ
↓
一

ｏ
６
×

］
ｏ
×

卜
　

ｏ
∞
∞

Ｐ
］
Ｐ
×

Ｐ
⇔
×

卜
　

ｏ
Ｐ
騨

（
Ｐ
］
ф
）
×
や
⇔
×
ヽ
　
ｏ
∞
岸

（
∞
ｏ
）
×
篤
卜
）
×
卜
　
ｏ
∞
μ

］
ｏ
ф
×

い
い
〉
〈
ω

　

Ｏ
Ｐ
Ｐ

鉤

　

「此
所
不
得
小
便
」

西
楼
Ｓ
Ｂ
一
人
五
〇
〇
Ｅ
４
柱
抜
取
穴

〔多
力
〕

⑪
　
。
□
□
　
□
□
　
□
□
□
□

・
諸
公
　
□
口
　
　
右
六
人

⑫

　

「
＜
額
田
□

西
楼
Ｓ
Ｂ

一
八
五
〇
〇
Ｆ
ｌ
柱
抜
取
穴

④
　
。「北
門
配蜘
　
酬
跡
　隔
晰
、阿
刀
　合
七
人

名
数
沓
付
此
使
　
　
　
　
　
中
嶋
所
　
　
　
　
∞Ｐ受
］契
∞
軍
Ｐ

側

　

口
□
□
令
史
大
夫
宣
者

［回
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ］ω×
∞ｏ×
］
ｏμ解

い

　

「
＜
隠
伎
国
役
道
郡
河
内
郷
磯
部
黒
□

　

　

（∞卜Ｘ
］援
卜
寓
ｏ

い

　

「
＜
大
嶋
村
調
果
塩
＜
」
　
　
　
　
　
　
　
　
滓∞雙
Ｐ授
∞
寓
μ

（
Ｐ
Ｐ
ω
）
×
Ｐ
Φ
×
］

ｏ
∞
Ｐ

（
∞
∞
）
×
］
ｏ
×
Ю
　
ｏ
∞
Φ



2C102年出上の木簡

働  031 eo 991 鯛

言  P  毬

49   8つ    e31   後の   生O   eOl   e91   e9   eり    130

。
「
＜
淡
路
国

髄
観
蛸
］娠
鞘
中銅

・
「
＜
戸
口
同
姓
男
調
三
斗
勝
宝
四

「天
平
十
九
年

（題
鏡
軸
）

「□
右
兵
庫
」

（
中
や
０
）
×
ф
∞
×
Ｎ

（Φ
∞
）
Ｘ
い
や
侠
ф

卸
ｏ
×
卜
∞
×
０

Ｏ

】
じ

ｘ

Ｃ

じ

Ｘ

Ｐ
　

Φ
旨

辛
Ｏ
Ｃ
Ｐ

Ｏ
Φ
μ

央
臨
ヵ〕

中
衛
八
十
五〔酔

人
当
番

右
八
十
九

中
宮

呑
長

力
〕

一
少

一
初
位
□

少
初
位
下
勲
十
等
伊
福

大
初
位
上
凡
河
内
益
国

範
踏

一
一
大
伴
部
牛
麻
呂

（刻
線
部
分
二
異
筆
ノ
墨
痕
ア
リ
）

一
一
大
神
大
虫

水
取
立
麻
呂

，腔
略
筆
Ψ
約
攣
勢
心

霊
供
力
〕

（
マ

ヽ
）

①
　

日
回
□
　
受
生
史
□

二
日蘊
と

〔物
力
〕

月
監
□

十
一
人

tO   Φ

Ｏ
Φ
Ｆ
＊

Ｏ
Ｏ
Ｐ
＊

Ｏ
Φ
Ｐ

Ｏ
Φ
岸

Ｏ
Φ
μ

Ｏ
Φ
沖

Ｏ
Φ
μ

⇔
Φ
μ

Ｏ
Φ
μ

④  切



□
　
日
下
部
麻
呂

一
一
白
髪
部
□

十
一
葛
原
□

許
曽
倍
大
魚

位
下
高
田
荒
海

従
八
位
下
額
田
嶋
守

少
初
位
上
羽
昨
佐
祢
比
等

〔
刀
力
〕

物
部
伯
者
□
授

一
丸
子
人
君

〔成
力
〕

口
□

　

　

一一
賀

□

　

　

一
□

丹
後
国
回

□
　
　
天
平
勝
宝
五
年
十

一
月

日
父
母
日
□

『□
　
□
』

1591   1581   15D

1691   160   16り

651   60 631   1521   1511     1501    生91

Ｏ
Φ
四

〇   〇   潔
潔   解   *

〔益
力
〕

〔宮
ヵ
〕

□
口
　
□
□
　
中
務
栗
宮

内部
力
〕

兵
□
省

左
衛
士
府
□
日
日
日
□
□
事
□
口
□
□

天
平
勝
宝
五
年

〇
〇
滓
　
　
　
わ彰

「
＜
阿
波
国
那
賀
□
口
□
」

「式
部
位
子
少
初
位
下
糸
君
国
人
」

〔母
力
〕

□
身

同

理

西
楼
Ｓ
Ｂ

一
八
五
〇
〇
Ｆ
２
柱
抜
取
穴

〔
馬
力
〕
　

〔申
力
〕

①

　

□
□
司
解
　
□

〔
子
力
〕

【
羅
由
〔荏
力
〕

∞
　
。
「
＜
播
□
郡
□
×

〔
エハ
カ
〕

。
「
＜
養
銭
□

×

〔郡
力
〕

□
国
人
成
　
合
五
人
口
□
請
」

（
崇
⇔
）
×
含
ｏ
）
×
卜
　
ｏ
∞
岸

（
Ｐ
Ｏ
］
）
×
］
］
×
∞
　
ｏ
Ｐ
Φ

６

∪

×

命

∪

×

Ю
　

ｏ
∞
Φ

μ
∞
ｏ
×

Ｐ
卜

×

ｏ
　

ｏ
∞
∞

Ｐ
φ
ｏ
×

］
〇
×

卜

　

ｏ
い
Ｐ
＊

∩

∞
ｅ

×

含

じ

×

］

ｏ
∞
μ

（
μ
∞
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2002年出上の木簡

ω
ｌ
⑦
は
大
極
殿
院
南
面
築
地
回
廊
造
営
以
前
の
整
地
土
か
ら
出
土
し
た
木

簡
。①

は
官
人
の
履
歴
書
風
の
木
簡
。
年
を
干
支
と
年
号
を
併
記
し
て
記
す
。
慶

雲
四
年

（七
〇
七
）
の
父
の
死
に
よ
る
解
官
に
よ
っ
て
記
載
を
終
え
る
。
②
①

は
伊
勢
国
安
農
郡
、
い
は
駿
河
国
底
原
郡
、
⑬
は
遠
江
国
長
田
上
郡

（和
銅
二

年
正
月
に
長
田
郡
を
上
下
二
郡
に
分
割
し
て
成
立
）
か
ら
の
荷
札
。
柱
抜
取
穴
出
土

の
Ｏ
⑨
⑮
も
、
里
表
記
を
用
い
る
な
ど
古
相
を
呈
し
、
整
地
土
中
の
木
簡
が
柱

を
抜
き
取
る
際
な
ど
に
紛
れ
込
ん
だ
も
の
か
。
０
は
但
馬
国
城
崎
郡
の
白
米
荷

札
。
①
は
尾
張
国
葉
栗
郡
の
白
米
荷
札
で
あ
ろ
う
。
⑭
は
②
⑬
と
同
じ
伊
勢
国

安
農
郡
の
白
米
荷
札
。
い
ず
れ
も
米
の
荷
札
で
、
こ
れ
ら
は
本
来

一
連
の
資
料

で
あ
ろ
う
。

②
の
和
銅
三
年
三
月
の
年
紀
を
有
す
る
木
簡
が
、
こ
の
整
地
層
か
ら
出
土
し

た
こ
と
の
も
つ
意
義
は
大
き
い
。
こ
れ
ま
で
に
も
平
城
宮
造
営
当
初
の
整
地
土

か
ら
和
銅
二
、
三
年
を
中
心
と
す
る

一
括
性
の
高
い
木
簡
が
出
土
し
た
事
例
は

知
ら
れ
て
い
た

（第
九
一
次
調
査
。
本
誌
第
二
四
号
）。
し
か
し
、
今
回
こ
れ
ら
の

木
簡
が
出
土
し
た
の
は
、
大
極
殿
院
回
廊
の
基
壇
直
下
の
整
地
層
で
あ
る
。
こ

の
部
分
の
築
地
回
廊
は
、
少
な
く
と
も
平
城
遷
都
時
に
は
そ
の
基
盤
の
整
地
さ

え
行
な
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
和
銅
八
年
の
元
日
朝
賀
ま
で
平
城

宮
大
極
殿
の
存
在
を
示
す
史
料
が
な
い
こ
と
、
平
城
宮
大
極
殿
が
和
銅
三
年
正

月
ま
で
藤
原
宮
に
あ
っ
た
大
極
殿
を
移
築
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
こ
と
と
相
倹
っ
て
、
大
極
殿
そ
の
も
の
が
遷
都
時
に
は
未
完
成
で
あ

っ
た
可
能
性
が
極
め
て
高
く
な
っ
た
。

①
ｌ
①
は
西
楼
の
掘
立
柱
抜
取
穴
か
ら
出
土
し
た
木
簡
。

⑩
は
衛
門
府
か
ら
の
鴨
の
進
上
に
伴
う
付
札
状
の
進
上
状
。
材
は
ご
く
薄
い
。

裏
面
の
年
紀
は
天
平
勝
宝
四
年
四
月
を
誤
っ
た
か
。
貢
進
先
、
あ
る
い
は
差
し

出
し
に
戻
っ
て
廃
棄
さ
れ
た
と
み
る
よ
り
、
誤
記
の
た
め
捨
て
ら
れ
た
と
考
え

る
方
が
妥
当
か
。
⑬
い
は
西
宮
兵
衛
木
簡
と
類
似
す
る
記
載
を
も
つ
。
門
の
警

備
に
関
わ
る
木
簡
か
。
鰯
は
意
図
的
に
折
ら
れ
て
廃
棄
さ
れ
る
。
裏
面
の

「中

嶋
所
」
は
、
天
平
勝
宝
と
い
う
時
期
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
。
の
は
現
在
日
本
最

古
の
小
便
禁
止
看
板
。
裏
は
大
型
の
工
具
で
割

っ
た
ま
ま
。
上
下
は
荒
い
キ
リ

オ
リ
加
工
で
、
表
面
の
調
整
も
雑
。
②
は
氏
名
だ
け
を
記
し
た
付
札
。
同
様
の

特
徴
を
持
つ
付
札
が
第
七
七
次
調
査
で
多
く
出
土
し
て
い
る
が
、
今
回
は
こ
の

一
点
の
み
。
い
の
大
嶋
村
は
、
周
防
国
大
嶋
郡
か
。
果
塩
は
固
形
塩
で
あ
ろ
う
。

⑩
は
食
事
に
関
す
る
苦
情
を
書
き
上
げ
た
文
書
風
の
木
簡
。
推
敲
の
跡
が
あ
り
、

下
書
き
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

例
ｌ
⑭
は
柾
目
の
削
居
。
筆
跡
は
細
か
く
端
正
。
木
目
の
状
況
や
筆
跡
か
ら

み
て
、
同

一
簡
も
し
く
は

一
連
の
木
簡
の
削
居
で
あ
ろ
う
。
元
の
木
簡
は
次
の

よ
う
に
復
原
さ
れ
る
。
上
部
に
二
本
の
刻
線
を
引
く

（⑭
⑫
⑬
⑬
⑩
）。
何
段
か

に
分
け
て
記
載
で
き
る
よ
う
、
そ
の
下
に
も
刻
線
を
引
く

（∽
）。
下
段
の
刻

線
は

一
本
。
そ
こ
に
人
名
や
、
配
置
先

（⑭
⑬
）、
勤
務
状
況

（⑭
）、
な
ど
を

列
挙
す
る
。
人
名
は
、
位
階
を
記
す
際
に
は
二
段
の
刻
線
の
上
段
か
ら
書
き
始

め
る
こ
と
も
あ
る
が

（⑫
的
）、
氏
名
か
ら
の
場
合
は
下
段
か
ら
書
き
始
め
る



（④
⑭
⑩
）。
大
型
の
歴
名
木
簡
の
削
居
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
形
態

の
完
形
の
木
簡
の
例
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

①
は
武
蔵
国
播
羅
郡
の
養
銭
付
札
。
∞
の
糸
君
益
人
は
約
五
年
後
の
天
平
宝

字
二
年

（七
五
人
）
に
は
従
人
位
上

。
仁
部
省
史
生
の
写
経
生
と
し
て
写
経
所

に
出
仕
し
て
い
る
。
⑩
の
中
務
栗
宮
は
、
中
務
卿
栗
栖
王
か
。

年
紀
を
有
す
る
木
簡
の
時
期
は
天
平
勝
宝
五
年
前
後
に
集
中
す
る
。
第
七
七

次
調
査
で
東
楼
の
解
体
を
天
平
勝
宝
五
年
の
前
半
に
想
定
し
た
。
今
回
の
調
査

で
天
平
勝
宝
五
年

一
一
月

（ω
）
の
削
盾
が
出
土
し
て
お
り
、
東
西
楼
は
天
平

勝
宝
五
年
頃
に
あ
い
つ
い
で
解
体
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
今
回
西
楼
か
ら
出

土
の
木
簡
は
内
容
的
に
は
雑
多
で
あ
る
が
、
全
体
と
し
て

一
連
の
解
体
工
事
に

伴

っ
て
廃
棄
さ
れ
た
木
簡
群
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な
お
、
衛
門
府
関
係

の
木
簡
が
み
ら
れ
る
状
況
は
東
西
楼
出
土
木
簡
で
共
通
す
る
が
、
い
ず
れ
に
も

門
部
と
み
ら
れ
る
者
が
み
あ
た
ら
な
い
点
に
は
注
意
を
要
す
る
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
文
化
財
研
究
所

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
三
七

（一
一〇
〇

三
年
）
同

『奈
良
文
化
財
研
究
所
紀
要
二
〇
〇
三
』
全
一〇
Ｑ
二
年
）

（馬
場
　
基
・
渡
辺
晃
宏
）

奈
良
文
化
財
研
究
所

『平
城
宮
出
土
墨
書
土
器
集
成
』
Ⅲ
の
刊
行

平
城
宮
の
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
墨
書
土
器
に
つ
い
て
、　
一
九
八
六
年

の
二
冊
目
の
刊
行
以
来
待
望
久
し
い
シ
リ
ー
ズ
の
第
三
冊
が
刊
行
さ
れ
た
。

今
回
は

一
九
八
六
年
の
第

一
七
二
次
か
ら
、
二
〇
〇
〇
年
の
第
三

一
六
次

ま
で
の
調
査
で
出
土
し
た
墨
書
土
器

一
〇

一
七
点
の
釈
文
を
掲
げ
、
主
要

な
も
の
の
鮮
明
な
写
真
や
実
測
図
を
収
録
す
る
。
こ
こ

一
五
年
間
の
平
城

宮
の
墨
書
土
器
の
全
貌
を
把
握
で
き
る
資
料
集
で
あ
る
。

墨
書
土
器
も
、
木
簡
と
同
様
出
土
し
た
遺
跡

・
遺
構
が
重
要
な
意
味
を

も
つ
が
、
出
土
遺
構
の
簡
潔
な
紹
介
が
付
さ
れ
便
利
で
あ
る
。
ま
た
、
土

器
の
器
種
や
器
形
の
凡
例
図
が
新
た
に
付
さ
れ
、
文
字
を
記
す
媒
体
と
し

て
の
上
器
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
理
解
を
助
け
て
く
れ
る
。
さ
ら
に
、
今

回
紹
介
さ
れ
る
墨
書
土
器
の
多
く
が
出
土
し
た
内
裏
東
大
溝
Ｓ
Ｄ
二
七
〇

〇
に
つ
い
て
、
主
な
墨
書
土
器
の
出
土
地
点
図
を
掲
載
す
る
な
ど
、
細
か

な
配
慮
の
行
き
届
い
た
資
料
集
と
な
っ
て
い
る
。

Ａ
四
版
五
六
頁
、
図
版
七
二
棄
、
二
〇
〇
三
年
三
月
刊
行

定
価
工
○
○
○
円

（税
別
）
翁
平
城
宮
出
土
墨
書
土
器
集
成
』
Ⅱ
も
在
庫
あ
り
）

市
販
分
の
お
問
い
合
わ
せ

。
お
申
し
込
み
は
左
記
へ
。

真
陽
社
　
電
話
　
〇
七
五
十
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
Ｏ
七
五
十
三

五

十
六
〇
三
四

―十
六

一
四
六




